
議会だより  かまし（46号） 8

本
特
別
委
員
会
で
は
、

平
成
29
年
９
月
第
３
回
嘉

麻
市
議
会
定
例
会
に
お
い

て
付
託
さ
れ
た
平
成
28
年

度
決
算
認
定
６
件
の
議
案

に
つ
い
て
、
議
長
と
監
査

委
員
（
中
嶋
時
夫
議
員
）

を
除
く
14
人
で
委
員
会
を

開
催
し
、
主
要
施
策
の
成

果
説
明
書
及
び
決
算
付
属

資
料
等
を
参
考
に
慎
重
に

審
議
し
ま
し
た
。
採
決
は

「
認
定
第
１
号
」
及
び
、

「
認
定
第
２
号
」
が
賛
成

多
数
、
そ
の
他
の
議
案
に

つ
い
て
は
全
会
一
致
を
も

っ
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

市
行
政
が
決
算
特
別
委

員
会
審
査
内
容
を
参
考
に
、

今
後
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
向

上
へ
努
力
さ
れ
る
こ
と
を

望
み
ま
す
。

主
な
質
疑

質 

工
事
な
ど
の
入
札
の

落
札
率
が
非
常
に
高
く
な

っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

答 

現
在
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
に
伴
う
建
築
工
事
等

に
よ
っ
て
材
料
費
が
高
騰

し
、
市
場
単
価
の
変
動
が

激
し
い
こ
と
が
一
番
の
原

因
で
あ
る
と
考
え
る
。
ま

た
、
嘉
麻
市
で
は
予
定
価

格
、
最
低
制
限
価
格
を
示

し
た
も
の
に
対
し
て
入
札

を
行
う
の
で
、
落
札
率
が

１
０
０
％
に
な
る
こ
と
も

あ
り
得
る
。

質 

ご
み
焼
却
施
設
の
減

価
償
却
が
終
わ
っ
た
後
、

ご
み
袋
の
値
段
を
将
来
的

に
引
き
下
げ
る
考
え
は
あ

る
か
。

答 

減
価
償
却
が
終
わ
っ

て
も
焼
却
場
自
体
が
非
常

に
古
い
施
設
で
あ
る
た
め
、

長
期
に
わ
た
っ
て
安
定
的

に
稼
働
で
き
る
と
い
う
状

況
で
は
な
い
の
で
、
現
時

点
で
は
ご
み
袋
料
金
の
引

き
下
げ
は
想
定
し
て
い
な

い
。

質 

工
業
団
地
造
成
（
企

業
誘
致
の
た
め
）
の
22
億

円
は
、
も
し
売
れ
な
け
れ

ば
借
金
だ
け
が
残
る
。
近

く
に
は
普
通
財
産
の
用
地

（
下
山
田
吉
庵
地
区
）
も

あ
る
の
で
、
ま
ず
こ
こ
を

工
場
の
適
地
と
し
て
考
え

て
は
ど
う
か
。

答 

こ
の
工
業
団
地
は
、

国
道
３
２
２
号
バ
イ
パ
ス

沿
い
で
あ
り
、
八
丁
峠
ト

ン
ネ
ル
が
開
通
す
れ
ば
、

北
九
州
京
筑
地
区
と
朝
倉
、

久
留
米
を
結
ぶ
最
短
の
ル

ー
ト
と
な
る
こ
と
か
ら
、

物
流
の
要
衝
と
な
る
と
考

え
る
。
指
摘
さ
れ
た
用
地

は
観
光
を
目
的
と
し
た
土

地
の
活
用
を
考
え
て
い
る
。

具
体
的
に
は
構
想
中
で
あ

り
、
関
係
す
る
市
民
団
体

等
と
も
協
議
を
し
た
い
。

●認定第1号 一般会計歳入歳出決算の認定について

●認定第2号 国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について

●認定第3号 後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

●認定第4号 住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定について

●認定第5号 介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について

●認定第6号 水道事業会計決算の認定について

■審査付託案件（６件）


